
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
熱収縮性フィルムと、該熱収縮性フィルムの一方の面に離型剤層を介して印刷処理によっ
て形成される絵、模様等の絵模様層と、該絵模様層の上面側に塗布される接着剤層とから
なる熱収縮性転写フィルムを準備する工程と、
前記熱収縮性転写フィルムを該接着剤層を内側にして筒状に成形する工程と、
前記筒状の熱収縮性転写フィルムを碗状食器の外周面に全面的にあてがい、熱処理によっ
て熱収縮させる工程と、
前記熱収縮処理した後、熱転写ローラを含む熱転写装置によって前記熱収縮性転写フィル
ムの絵模様層を前記碗状食器の外周面上に熱転写する工程と、
前記熱収縮性転写フィルムの最外層の熱収縮性フィルム上に表面処理層をオーバーコート
する工程とからなる、熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器の製造方法。
【請求項２】
熱収縮性フィルムと、該熱収縮性フィルムの一方の面に離型剤層を介して印刷処理によっ
て形成される絵、模様等の絵模様層と、該絵模様層の上面側に塗布される接着剤層とから
なる熱収縮性転写フィルムを準備する工程と、
前記熱収縮性転写フィルムを前記接着剤層を内側にして筒状に成形する工程と、
前記筒状の熱収縮性転写フィルムを該碗状食器の外周面に全面的にあてがい、熱処理によ
って熱収縮させる工程と、
前記熱収縮処理した後、熱転写ローラを含む熱転写装置によって前記熱収縮性転写フィル
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ムの絵模様層を前記碗状食器の外周面上に熱転写する工程と、
前記熱収縮性転写フィルムの最外層の熱収縮性フィルムを

上に表面処理層をオーバーコートする工
程とからなる、熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた湾曲面を有する食器の製造方法
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、湾碗した外周面を有する碗状食器の湾碗外周面全面に、熱収縮性フィルムに
絵模様等を印刷処理してなる熱収縮性転写フィルムにより絵模様層を密着形成するための
製造方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
周知のように、伝統的に食器として重要であった漆器などは日常の食生活からは姿を消し
て、むしろ芸術品として珍重されるようになり、ガラスとかプラスチックが、透明性、色
彩の豊富さ、さらには清潔性などの観点から日常の食生活用品として有効に合致するもの
であり、加えて、プラスチック製のものは、強度性の面で、破損しない点において多量に
利用されるに至っている。
【０００３】
一方、茶碗などの食器は、湾曲した外周面を有する碗状食器として提供されてきている。
この種の食器をプラスチック製としたものにおいては、その湾曲外周面に絵模様などの装
飾を施している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従来、この種のプラスチック製の碗状食器の湾曲外周面に絵模様などの装飾を施こす方法
としては、ホットスタンプで直接的に印刷したり、熱転写、インモールド転写などの諸手
段で転写することが行われていた。しかしながら、上記する従来の方法は、いずれも装置
および印刷方法、転写方法などが複雑であって、結局のところ製品のコスト高という問題
点を有していた。
【０００５】
そこで、この発明は、上記するような湾曲した外周面を有する碗状食器に対して、その湾
曲外周面にむらのない絵模様などの装飾を施してなる熱収縮性フィルムによる絵模様層を
設けた碗状食器を提供することにある。
【０００６】
さらに、この発明は、このような熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器を極
めて簡便な手順にしたがって安定性よく且つ低コストで製造するための熱収縮性フィルム
による絵模様層を設けた碗状食器の製造方法を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
この発明は、上記する目的を達成するにあたって、具体的には、湾曲した外周面を有する
碗状食器の湾曲外周面全面に、熱収縮性フィルム層に絵模様等を印刷処理してなる複層フ
ィルム層を熱収縮により収縮させ、熱転写により密着転写してなる絵模様層を面に設けて
なる碗状食器を構成する。
【０００８】
一方、この発明は、上記碗状食器を製造するための製造方法を含むものであって、そ
成は、 フィルムを該
接着剤層を内側にして筒状に成形する工程と、前記筒状の フィルムを碗状食
器の外周面に全面的にあてがい、熱処理によって熱収縮させる工程と、前記熱収縮処理し
た後、熱転写ローラを含む熱転写装置によって前記 フィルムの絵模様層を碗
状食器の外周面上に熱転写する工程と、前記 フィルムの最外層の熱収縮性フ
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ィルム上に表面処理層をオーバーコートする工程とからなる碗状食器の製造方法を供する
ものである。
【０００９】
さらに、この発明は、上記碗状食器を製造するための製造方法を含むものであって、そ

成は、 フィルムを
該接着剤層を内側にして筒状に成形する工程と、前記筒状の フィルムを碗状
食器の外周面に全面的にあてがい、熱処理によって熱収縮させる工程と、前記熱収縮処理
した後、熱転写ローラを含む熱転写装置によって前記熱収縮性転写フィルムの絵模様層を
碗状食器の外周面上に熱転写する工程と、前記熱収縮性転写フィルムの最外層の熱収縮性
フィルムを取り除いた後に表面処理層をオーバーコートする工程とからなる碗状食器の製
造方法を供するものである。
【００１０】
【実施例の説明】
以下、この発明になる熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器、並びにその製
造方法について、図面に示す具体的な実施例にもとづいて詳細に説明する。
図１は 収縮性 フィルムの製造手順を工程順に示すものであり、図１Ａ～図１Ｄは
、熱収縮性フィルム層と、前記熱収縮性フィルムの一方の面に離型剤層を介して印刷処理
によって形成される絵、模様等の絵模様層と、この絵模様層の上面側に塗布される接着剤
層とからなる複層フィルムＣＦを製造する工程を示す概略的な側断面図、図１Ｅは、当該
複層フィルムＣＦを接着剤層を内側にして筒状に成形する工程を示す概略的な側断面図で
ある。

【００１１】
次いで、図２は、この発明になる熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器の製
造手順を示すものであり、図２Ａは、筒状の複層フィルムを碗状食器の外周面に全面的に
あてがい、熱処理によって熱収縮させる工程を示す概略的な側断面図、図２Ｂは、熱収縮
処理した後、熱転写ローラを含む熱転写装置によって複層フィルムにおける絵模様層を碗
状食器の湾曲外周面上に熱転写する工程を示す概略的な側断面図である。
【００１２】
一方、図３は、この発明になる熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器の製造
手順の第１の構成を示すものであり、図３Ａは、熱転写した後、複層フィルム最外層の熱
収縮性フィルムを残した状態を示す概略的な拡大側断面図、図３Ｂは、複層フィルム最外
層の熱収縮性フィルム上に表面処理層をオーバーコートする工程を示す概略的な拡大側断
面図である。
【００１３】
さらに、図４は、この発明になる熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器の製
造手順の第２の構成を示すものであり、図４Ａは、熱転写した後、複層フィルム最外層の
熱収縮性フィルムを取り除いた状態を示す概略的な拡大側断面図、図４Ｂは、熱収縮性フ
ィルムを取り除いた後、表面処理層をオーバーコートする工程を示す概略的な拡大側断面
図である。
【００１４】
以下、この発明になる 熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器の製造手順に
ついて説明する。まず、この発明に適用される複層フィルムＣＦは、図１Ａ～図１Ｄに示
す手順にしたがって形成され準備される。図１Ａは、熱収縮性フィルム１を示すものであ
り、この熱収縮性フィルム１は、例えば、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）シュリ
ンクフィルム、ポリエチレン－シュリンクフィルム、ポリエステル－シュリンクフィルム
などである。
【００１５】
前記熱収縮性フィルム１の表面１ａに離型剤層２を全面塗布形成する（図１Ｂ参照）。こ
の離型剤層２の表面２ａに対して、絵模様層３を印刷手段によって形成する（図１Ｃ参照
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）。この場合、前記印刷手段は、例えばシルク印刷、オフセット印刷、グラビア印刷など
である。印刷処理後、当該印刷面側に前記絵模様層３を覆うように全面的に接着剤層４を
塗布形成する（図１Ｄ参照）。このようにして、シート状の複層フィルムＣＦが形成され
る。
【００１６】
次いで、この発明では、前記シート状の複層フィルムＣＦは、図１Ｅに示すように、当該
複層フィルムＣＦにおける接着剤層４側を内側にして筒状に成形される。この場合、筒状
の実質径寸法は、装飾加工の対象となる碗状食器２０の最大径部分の径寸法より大きめに
しておけばよい。
【００１７】
このようにして成形された筒状の複層フィルムＣＦは、図２Ａに示すように、装飾加工の
対象となる碗状食器２０に対して挿通してあてがい、例えば、熱風処理などの熱処理によ
って熱収縮処理される。この段階で、前記筒状の複層フィルムＣＦは、碗状食器２０の湾
曲外周面２１に沿って全面的に密着される。
【００１８】
この発明では、前記筒状の複層フィルムＣＦが熱収縮処理された後、さらに、熱収縮性フ
ィルム転写処理がなされる。この熱転写処理は、図２Ｂに示すように、特殊な形態の熱転
写ローラ１０を含む熱転写装置によって、前記複層フィルムＣＦにおける絵模様層３を前
記碗状食器２０の湾曲外周面２１上に全面的に熱転写される。前記熱転写ローラ１０は、
例えば、シリコンローラからなり、装飾加工の対象となる碗状食器２０の湾曲外周面２１
に対して対応する湾曲外周面１１を備えたものからなっていて、軸心のまわりに回転する
回転体であり、軸方向並びに径方向にそれぞれ往復動可能な駆動機構を含むものからなっ
ている。
【００１９】
さらに、この発明では、その第１の構成例において、前記熱転写処理後、前記複層フィル
ムＣＦ最外層の熱収縮性フィルム１上に表面処理層６をオーバーコートする工程を含むも
のからなっている（図３Ａおよび図３Ｂ参照）。
【００２０】
この発明では、その第２の構成例において、前記熱転写処理後、図４Ａに示すように、前
記複層フィルムＣＦ最外層の熱収縮性フィルム１が取り除かれ、しかる後、表面処理層６
をオーバーコートする工程を含むものからなっている（図４Ｂ参照）。
【００２１】
【発明の効果】
以上の構成になるこの発明の熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食 製造方
法によれば、湾曲した外周面を有する碗状食器に対して、その湾曲外周面全面にむらのな
い絵模様などの装飾を極めて簡単に且つ奇麗に形成することができる点において極めて有
効に作用するものといえる
【００２２】
さらに、この発明によれば、熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器を極めて
簡便な手順にしたがって安定性よく且つ低コストで製造することができる点において極め
て有効に作用するものといえる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、この発明になる熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器の製
造手順を工程順に示すものであり、図１Ａ～図１Ｄは、熱収縮性フィルム層と、前記熱収
縮性フィルムの一方の面に離型剤層を介して印刷処理によって形成される絵、模様等の絵
模様層と、前記絵模様層の上面側に全面的に塗布される接着剤層とからなる複層フィルム
ＣＦを する工程を示す概略的な側断面図、図１Ｅは、当該複層フィルムＣＦを接着剤
層を内側にして筒状に成形する工程を示す概略的な側断面図である。
【図２】図２は、この発明になる熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器の製
造手順を示すものであり、図２Ａは、筒状の複層フィルムを碗状食器の外周面に全面的に
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あてがい、熱処理によって熱収縮させる工程を示す概略的な側断面図、図２Ｂは、熱収縮
処理した後、熱転写ローラを含む熱転写装置によって複層フィルムにおける絵模様層を碗
状食器の湾曲外周面上に熱転写する工程を示す概略的な側断面図である。
【図３】図３は、この発明になる熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器の製
造手順の第１の構成を示すものであり、図３Ａは、熱転写した後、複層フィルム最外層の
熱収縮性フィルムを残した状態を示す概略的な拡大側断面図、図３Ｂは、複層フィルム最
外層の熱収縮性フィルム上に表面処理層をオーバーコートする工程を示す概略的な拡大側
断面図である。
【図４】図４は、この発明になる熱収縮性フィルムによる絵模様層を設けた碗状食器の製
造手順の第２の構成を示すものであり、図４Ａは、熱転写した後、複層フィルム最外層の
熱収縮性フィルムを取り除いた状態を示す概略的な拡大側断面図、図４Ｂは、熱収縮性フ
ィルムを取り除いた後、表面処理層をオーバーコートする工程を示す概略的な拡大側断面
図である。
【符号の説明】
ＣＦ　複層フィルム
１　熱収縮性フィルム
２　離型剤層
３　絵模様層
４　接着剤層
６　表面処理層
１０　熱転写ローラ
１１　熱転写ローラの湾曲外周面
２０　碗状食器
２１　湾曲外周面
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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